
ストラバイトの防止について－Ⅰ  

In－Vitroに於ける薬剤の防止効果   

長 田 博 光  竹 内 章 子  同 産 忠 治  

ON TfTE PREVENTION OF THE FORMATION OF STRUVITE  

EFFECTIVENESS OF SEQt］ESTERING AGENTS FOR PREVENTION OF  

TtlE FORnlATlON OF STRUVITEIN・VITRO  

Hiromitu O組da，Akiko Takeuchiand ChujiOkaya  

The present study was planned to prcvent the formation of struVitc by adding sequestcr－  

ingagentsas EDTA，Citric acid・SOdium hexametaphospha吋5．－ribonucleicacid，ATP and  

Pllytic acid，etC．   

The results obtained were as follows：  

1StruVite was formed more easilylJICaSC Of storage at5←C than370C  

2 Lactic acid promoted formation of slruvite．  

3 Glycine，alanine．asl）aragine，CyStine，CySteine，glucose，prOline，5’－UMP．5’－CMP，aCetic   

acid．malic acid，SuCCinicacid，aSCOrbicaeid and trimethylamine had no effectiveness for  

prevention of the formation of struvite．  

4 ATP，SOdium hexametaphosphate，Citric acid，phytic acjd，POlypeptone and EI）TA had  

effectiveness for prevention oflhe formatio？Of s汀uVite．  

5 5′－ribonucleic acid had effectiveness for preverltion of the forrnation of struvitein casc  

Of storage at5OC，but promoted the formal；on of struviLe；n case of storage at37C．  

ll   

缶詰内でストラバイトが発見きれたのほ1917年アメリ別こ於ける鮪缶詰が始めてである．以来  
1） 1）  

1925年には鮭鱒缶詰に，1932年にはェビ，クラバガニ，蟹缶詰にその存在が認められている．   

このストラノニイトはマグネシウムとリン酸，アン㌧モニアが共存する瘍合，大なり小なり必ず生成  

するものであり，特に鮪，カニ缶詰の様に液汁の粘性の低いもの，戎ほ油脂の少い缶詰に多く認め  

られる憤向がある．  

2）   3）  このストラバイトの防止については多くの研究者があり，我国に於ても古くから谷川，出田等が  
その研究を行ない，その結果マグネシウムイオンを化学薬品により，リン酸，或はアンモニ7と結  

合出来ない状態にすれば良く，それにはE上）TA，とかクエン酸のようなキレート化剤を使用する  

と最も効果的であると雑費している．   

今回，私達はEDTA，クエン酸のほかiこ他のキレート化剤をも用いてIn－Vitroに於けるスト  

ラバイトの防止実験を行なったので．その結果を報告する，  
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1．実験方法ならびに二結果  

0．0い′Iolマグネシア混液（55gの無水硫酸マグネシウム及び70gの塩化アンをこウムを4001－11  

の水に溶解し，これに5％アン㌧モニア水500mlを加え．後水を加えて1，βとし，2日間共絞びん  

中iこ貯え，後炉過し，その溶液中の硫酸マグネシウムを基準として0．01九fo】溶液を作った）及び  

0．01Molのリン酸第一ナトリウム溶液をそれぞれrFり実験に供した．   

このようにして作った溶液に酢酸，クエン酪リンゴ酸，コハク酪 乳酸，シスチン，システイ  

ン，ATP，リボタ1ド，5’－UMP，5‘－CMP，ヘキサメタリン酸ナトリウム，ポリペプトン，トリ  

メチルアミン，プロリン，アラニソ，アスパラギソ，グリシン，フィチン酪 アスコルビン酸，1．  

2．チクロヘキサンジアミ ン四酢酪 グルコースをれぞれ添加して，試験管に20・－－1づつ取り，5‾C，  

室温，37コCに3週間保存し，結串の析出状況を見た．その結果は次のTableに示した通りであ  

る．   

なお，結晶生成の有應は（り（－）で表わした．（寸）の数の多いものほど絶品の教が多いこ  

とを示す．  

′「ableⅡ．Effect盲venes5Df⊂itric acid an（1  

1acti亡a⊂idior pr9、・enlion o†tbe  

foma【ion o†struvite  

TableI．Effectiveness of acetic acid for  

preveTltion o†the†ormation of  

Stru＼■1te  
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Table xV．E（fect；vess ofphytic acid for  

preveIltion or tbe forInalion o†  

slruヽ▼；Le  

Table XⅥ・Effectlvencss of DcyTA芋for  

prevention or tl】e rOrmalion（1f  

StruVlte  

．こ；：ニーさ二二・て幸三－ l  
a（ldingO．1percent  
phylic a⊂id（pf16．引  add；ngo．05percent DcyTA （pH7．15）  addi叩0．1per9ent  DcyTApH（6．9）  

S10rag（三  

perio〔l  

StOrage  

period  

；n days  indaysl5eC】200cl37Qci5。c！200ci37。c  5Dcl20。c圭37。c  50c】20。cl37。c  

1  

2  

3  

4  

一
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♯1．2－CycIohexanediamine TeLraacetic Acid  

Tlableに示した如く，1）ストラノニイトほ50c に貯蔵したものの方が370c に貯蔵したものよ  

り析出しやすかった．しかしリボタイドを添加したものは370C の方が析出しやすかった．2）乳  

酸を添加するとストラ／くイトは析出しやすくなった．3）グリシン′，アラエソ，アスパラギソ，トリ  

メチルアミン，シスナン，システイン，グルコース，プロリン．5’－UMP，5－－CMf〉，酢酸，リン  

ゴ酸，コハク酸 ，7スコルビン酸，は防止効果がなかった．4）ATP，ヘキサメタリン厳ナトリウ  

ム，クエン酸，フィテン酪 ポリ7；トン，EDTA，は防止効果があった．5）pfIを5以下にすれ  

ばストラバイトは析出しなカ▲づた．6）マグネシウム，リン酸．アンモニ7の濃度が高くなれば小さ  

な結晶を多く作る幌向がみられた．  

2．考   

以上の実験結果より明らかな如く，高掛こ貯蔵するよりも，低温に貯蔵する方が結晶ほ析出しや  

すいものと考える．   

ストラバイト析出の防止iこはクエン酪 El）TAの他にフィテン酸，ヘキサメタリソ酸ナトリウ  
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ム，ATPが有効である皐考える．又二れら薬剤の他にポリペプトンも有効であった．声のポリペ  

プトンの防止効果は液汁の粘度を増加させた羊とによるものと考える．このことより何らかの方法  

で液汁の粘度を増すことによりストラバイトの析出を防止出来ると考える．   

一方リボタイドは200C以下に保存した場合は有効であったが，370Cに保存した場合は効果が  

なか′，た．このことは37㍗Cに貯蔵した場合，細帝が繁殖し，その紳荷の産生するホスフ7クーゼ  

により，リボタイドが分解きれ，リンが遊離したことに原関するものと考える．   

又，ATPが防止効果をも′Jているのに反し，乳敢はかえ，」てストルバイトの析出を促進する鮫  

向があった．二のことよりストラバイトめ析出は鮮度にも関係があると考える．即ち鮮度の悪い乳  

酸量の多いものほどストラノミイトは荷出しやすくなると考える．  
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